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(57)【要約】
【課題】開蓋時においては片手で持ちやすく優れた使い
勝手を発揮し、また閉蓋時には凹凸のないフラット面を
構成して優れた外観性を呈するロック部材付きのスタン
プ台を提供する。
【解決手段】基箱１の一側縁に蓋体２を開閉自在に枢着
し、また他端の側縁に蓋体２のロック部材５を取り付け
てなるスタンプ台であって、前記ロック部材５にはロッ
ク解除するよう回動した場合に、ロック部材５が水平位
置よりも下方側へ回動しないように規制するストッパー
機構を設けた。このストッパー機構は、基箱１に形成さ
れるストッパー片６と、ロック部材５に形成され前記ス
トッパー片６に係合可能な突出片５ａを有しているもの
とすることができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インク吸蔵体を収納した基箱の一側縁に蓋体を開閉自在に枢着し、また他端の側縁に蓋
体のロック部材を取り付けてなるスタンプ台であって、前記ロック部材にはロック解除す
るよう回動した場合に、ロック部材が水平位置よりも下方側へ回動しないように規制する
ストッパー機構を設けたことを特徴とするスタンプ台。
【請求項２】
　ストッパー機構は、基箱に形成されるストッパー片と、ロック部材に形成され前記スト
ッパー片に係合可能な突出片を有している請求項１に記載のスタンプ台。
【請求項３】
　ロック部材は、断面コ字状の板材よりなり、下部側の折り返し部がストッパー片に係合
可能な突出片とされており、また下端部が基箱の側縁に回動自在に枢着されている請求項
１または２に記載のスタンプ台。
【請求項４】
　ロック部材の上部側の折り返し部は、ロック状態において、蓋体の係止用凹部に嵌め込
まれて蓋体の表面とフラットな面を形成するフラット係合片とされている請求項１～３の
いずれかに記載のスタンプ台。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、開蓋時においては片手で持ちやすく優れた使い勝手を発揮し、また閉蓋時に
は凹凸のないフラット面を構成して優れた外観性を呈するロック部材付きのスタンプ台に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、インク吸蔵体を収納した基箱の一側縁に蓋体を開閉自在に枢着し、また他端
の側縁に蓋体のロック部材を取り付けてなるスタンプ台が広く知られている。このロック
部材は、蓋体を閉じた状態で、インクの乾燥を防止し、あるいはインクが外へ漏れるのを
防止することを目的としている。
【０００３】
　このようなロック部材としては、特許文献１に示されるように、基箱に枢着される先端
部に締付ローラーを回転自在に設けた締付腕と、蓋体に形成される前記締付ローラーを嵌
入係止する係止部とからなり、前記締付ローラーと係止部との係合により蓋体をロックす
るものが一般的である。
【０００４】
　しかしながら、前記のような従来のロック部材の場合、ロックを解除して蓋体を開いた
状態では締付腕がフリーな状態となり自重で基箱の下方側へ垂れ下がるという現象が生じ
、垂れ下がった締付腕が邪魔になるという問題点があった。また、特に工場や各現場等で
使用される強着性インキのスタンプ台の場合は、作業者が起立したまま片手にスタンプ台
を持った体勢で押印作業を行うので、前記のように締付腕が垂れ下がった状態ではスタン
プ台をしっかりと持ちにくいという問題点があった。更には、従来のロック部材の場合は
締付腕や締付ローラーが基箱より飛び出した構造であり、デザイン的に劣るという問題点
や、ワイヤ製の締付腕を取り付けるのに厳格な寸法精度が要求されるため、生産効率が悪
くなる傾向があるという問題点もあった。
【特許文献１】実開昭５０－５１７１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は上記のような問題点を解決して、開蓋時においてロック部材が垂れ下がること
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がなくて片手で持ちやすく優れた使い勝手を発揮することができ、また閉蓋時には凹凸の
ないフラット面を構成して優れた外観性を呈することでき、更には寸法精度が緩く生産効
率を向上させることができるスタンプ台を提供することを目的として完成されたものであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するためになされた本発明のスタンプ台は、インク吸蔵体を収納した基
箱の一側縁に蓋体を開閉自在に枢着し、また他端の側縁に蓋体のロック部材を取り付けて
なるスタンプ台であって、前記ロック部材にはロック解除するよう回動した場合に、ロッ
ク部材が水平位置よりも下方側へ回動しないように規制するストッパー機構を設けたこと
を特徴とするものである。
【０００７】
　また、ストッパー機構は、基箱に形成されるストッパー片と、ロック部材に形成され前
記ストッパー片に係合可能な突出片を有しているものとすることができ、これを請求項２
に係る発明とする。
【０００８】
　また、ロック部材は、断面コ字状の板材よりなり、下部側の折り返し部がストッパー片
に係合可能な突出片とされており、また下端部が基箱の側縁に回動自在に枢着されている
ものとすることができ、これを請求項３に係る発明とする。
【０００９】
　更に、ロック部材の上部側の折り返し部は、ロック状態において、蓋体の係止用凹部に
嵌め込まれて蓋体の表面とフラットな面を形成するフラット係合片とすることができ、こ
れを請求項４に係る発明とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明では、ロック部材にはロック解除するよう回動した場合に、ロック部材が水平位
置よりも下方側へ回動しないように規制するストッパー機構を設けたので、従来のように
ロック部材が自重で基箱の下方側へ垂れ下がることが防止されスタンプ台をしっかりと持
つことが可能となる。しかも、前記ロック部材が水平位置にあるため、これを指係り部と
して利用できるので、スタンプ台をよりしっかりと持つことができる。
【００１１】
　また、請求項２に係る発明では、ストッパー機構は、基箱に形成されるストッパー片と
、ロック部材に形成され前記ストッパー片に係合可能な突出片を有しているので、両者が
確実に係合してロック部材が水平位置よりも下方側へ回動しないように規制することがで
きる。また、前記ストッパー片と突出片との係合は厳格な寸法精度でなくても確実に行わ
れるので、寸法精度を緩くでき成形効率を大幅に向上させることができる。
【００１２】
　また、請求項３に係る発明では、ロック部材は、断面コ字状の板材よりなり、下部側の
折り返し部がストッパー片に係合可能な突出片とされており、また下端部が基箱の側縁に
回動自在に枢着されているので、ロック部材の取付が容易であり、また簡単かつ安価に生
産することができる。
【００１３】
　更に、請求項４に係る発明では、ロック部材の上部側の折り返し部は、ロック状態にお
いて、蓋体の係止用凹部に嵌め込まれて蓋体の表面とフラットな面を形成するフラット係
合片とされているので、蓋を閉めた場合に凹凸のないロック部を構成することができ、優
れた外観品質を呈することとなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に、図面を参照しつつ本発明の好ましい実施の形態を示す。
　図１は、本発明のスタンプ台を示す全体斜視図、図２はその平面図、図３は図２におけ
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るＡ－Ａ断面図であり、また図４～図６は、分解した蓋体、基箱、およびロック部材のそ
れぞれの斜視図である。
　なお、図において、１は基箱、２は蓋体、３は蓋体２を基箱１に開閉自在に枢着するヒ
ンジ部、４は基箱内に収納されるインク吸蔵体であり、以上の基本的な構成は従来のスタ
ンプ台と同じである。
【００１５】
　また、基箱１のヒンジ部３を取り付けた側縁と反対側である他端の側縁には、蓋体２の
ロック部材５が取り付けてある。そして本発明では、このロック部材５に、ロック解除す
るよう回動した場合に、ロック部材５が水平位置よりも下方側へ回動しないように規制す
るストッパー機構が設けられた構造となっており、これにより、ロック部材５が自重で基
箱１の下方側へ垂れ下がることが防止されスタンプ台をしっかりと持つことできるよう構
成されている。
【００１６】
　前記ストッパー機構は、基箱１に形成されるストッパー片６と、ロック部材５に形成さ
れ前記ストッパー片６に係合可能な突出片５ａを有するものである。即ち、図３（および
図５）に示されるように、基箱１のヒンジ部３を取り付けた側縁と反対側である他端の側
縁には、下方へ延びるストッパー片６が垂設されている。なお、図５に示されるように、
実施例では切り欠き部７が形成されて両端にストッパー片６を設けたものとなっているが
、その他に切り欠き部７を設けずに連続した板状のストッパー片６とすることや、複数個
からなるストッパー片６とすることもできる。
【００１７】
　一方、ロック部材５にはロック解除するよう回動した場合に、前記ストッパー片６に係
合可能な突出片５ａが形成されている。そして、このストッパー片６と突出片５ａとの係
合により、ロック部材５をロック解除するよう回動した場合に、ロック部材５が水平位置
で止まり、それよりも下方側へ回動しないよう構成されている。
【００１８】
　実施例のものでは、前記ロック部材５は、図６に示されるように、断面コ字状の板材よ
りなり、下部側の折り返し部がストッパー片６に係合可能な突出片５ａとされている。ま
た、ロック部材５は下端部において基箱１の側縁に枢着部５ｃで枢着されており、この枢
着部５ｃを中心に自在に回動してロック状態とロック解除状態の２態様をとるように構成
されている。
【００１９】
　また、前記ロック部材５の上部側の折り返し部は、ロック状態において、蓋体２の係止
用凹部８に嵌め込まれて蓋体２の表面とフラットな面を形成するフラット係合片５ｂとさ
れており、これにより、蓋を閉めた場合に凹凸がなくフラットな状態のロック部を構成す
るようになっている。
【００２０】
　次に、本発明における蓋体２の開閉操作について説明する。
　先ず、スタンプ台を使用しない場合は、図３に示されるように、蓋体２が閉じられてロ
ック部材５はフラット係合片５ｂを蓋体２に係止したロック状態を保持しており、インク
の乾燥を防止し、またインクが外へ漏れるのを防止している。この場合、ロック部材５は
枢着部５ｃを中心に回動して垂直に立った状態とされ、上部側のフラット係合片５ｂは、
蓋体２の係止用凹部８に嵌め込まれて蓋体２の表面とフラットな面を形成している。従っ
て、ロック部材５は基箱１や蓋体２から飛び出すことがなく面一となるため、優れた取り
扱い性を発揮するとともに、優れた外観品質を呈することとなる。
　なお、図１０はロック状態におけるロック部材５の要部を示す拡大断面図であるが、こ
の状態において突出片５ａは基箱１に設けられた切り欠き部１ａ内にきっちりと格納され
るので、何ら邪魔になることはない。
【００２１】
　次に、スタンプ台を使用する場合は、図７～図８に示されるように、ロック部材５のロ
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ック状態を解除して蓋体２を開く。図７はロック解除した状態を示す平面図、図８は図７
のＡ－Ａ断面図であり、また図９はロック部材の回動状態（４５度回動した状態）を示す
断面図、図１１はロックを解除した状態におけるロック部材５の要部を示す拡大断面図で
ある。
　この場合、ロック部材５は枢着部５ｃを中心に反時計回りに回動されてロック解除され
るが、ロック部材５が水平位置まで回動すると、突出片５ａがストッパー片６に係合して
それ以上の回動が規制されることとなる。この結果、ロック部材５は水平位置よりも下方
側へは回動せず、水平状態を保持することとなる。
【００２２】
　このように、従来はロック部材がロックを解除した状態において自重で基箱１の下方側
へ垂れ下がり邪魔になるという問題点があったのに対し、本発明ではロック部材が水平状
態を保持するので使い勝手が大幅に向上することとなる。また、工場や現場等においてス
タンプ台を片手で持って使用する場合にも、ロック部材５が水平位置よりも下方側へ回動
しないように規制されているので、このロック部材５を指係り部として利用することがで
き、しっかりとスタンプ台を持つことができることとなる。
【００２３】
　以上の説明からも明らかなように、本発明はインク吸蔵体を収納した基箱の一側縁に蓋
体を開閉自在に枢着し、また他端の側縁に蓋体のロック部材を取り付けてなるスタンプ台
であって、前記ロック部材にはロック解除するよう回動した場合に、ロック部材が水平位
置よりも下方側へ回動しないように規制するストッパー機構を設けたものとしたので、開
蓋時においてロック部材が垂れ下がることがなくて片手で持ちやすく優れた使い勝手を発
揮することができる。
　また、閉蓋時には凹凸のないフラット面を構成して優れた外観性を呈することできると
いう利点や、基箱に形成されるストッパー片とロック部材に形成される突出片との係合に
より位置規制する構造であるため、寸法精度が緩く大幅に生産効率を向上させることがで
きるという利点も有する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の実施の形態を示す全体斜視図である。
【図２】本発明の実施の形態を示す平面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ断面図正面図である。
【図４】蓋体を示す斜視図である。
【図５】基箱を示す斜視図である。
【図６】ロック部材を示す斜視図である。
【図７】ロック解除した状態を示す平面図である。
【図８】図７におけるＡ－Ａ断面図である。
【図９】ロック部材の回動状態を示す断面図である。
【図１０】ロック部材の要部を示す拡大断面図である。
【図１１】ロック部材の要部を示す拡大断面図である。
【符号の説明】
【００２５】
　１　基箱
　２　蓋体
　３　ヒンジ部
　４　インク吸蔵体
　５　ロック部材
５ａ　突出片
５ｂ　フラット係合片
５ｃ　枢着部
　６　ストッパー片
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　７　切り欠き部
　８　係止用凹部
 

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図１０】

【図１１】
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